
 

 

 

中部イノベ―ション創出共同体 

産業技術の芽 

 

 

 

技術分野分類  ２１０２：ナノ材料                       

技術キーワード  B:ナノ材料解析・評価  Ｅ：ナノ計測                      

産 業 分 類  E-21：窯業・土石製品製造業、E-28：電子部品・デバイス・電子回路製造業                 

 

内 
 

 
 

 
 

容 

 

概  要 

 

小さな分子がひも状に繋がった高分子、ゴム、生体高分子などのソフトマテ

リアルは電子線によって崩れやすく、また観察も困難であった。本透過電子顕

微鏡では対物レンズの収差補正ができるため、高感度スロースキャンＣＣＤカ

メラを用い、低電子線照射量で観察することにより、ソフトマテリアルでも高

分解能な微構造解析ができる。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

ソフトマテリアルの高分解能な微構造解析は従来、難しかったが、上記機能

を備えた収差補正透過電子顕微鏡を用いることにより、高分解能な微構造解析

が可能となった。特に軽元素も可視化が可能である。図-1 に有機顔料の観察

例を示す。 

本技術の 

有用性 

ｿﾌﾄﾏﾃﾘｱﾙでも微細構造が明確に観察できるため、その材料特性の解明・向上

及び信頼性向上、また、その新機能開発にも指針を与えることができる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

適用可能製品 
分子性結晶、高分子結晶、多孔性セラミックス等のソフトマテリアルの結晶

構造、欠陥・界面構造、表面構造を高分解能で微構造解析できる。 
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ソフトマテリアル中の軽元素も高分解能で微構造解析できる 

～収差補正透過電子顕微鏡による微構造解析技術～ 

～ 

1.76nm 

図-2 CuPcCl16 の分子構造 図-1 有機顔料分子（CuPcCl16 ）の高分解能観察

例 
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